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① 自治会運営について 

 自治会は、地域の防災・防犯、美化・環境保全、住民交流の促進、行政との連

携・情報伝達、共助体制の構築など、住民の安心・安全な暮らしを支える重要な役

割を担っていると考えます。 

 しかしながら近年、自治会加入率は高齢化や役員のなり手不足などを背景に低下

し続け、運営は困難な状況にあると感じています。自治会加入率の低下により、自

治会会費収入が減少するだけでなく、町からの自治会振興補助金も減少になり、運

営予算は大きく縮小しています。加えて光熱費や物価の上昇により、自治会の財政

負担は一層厳しさを増しています。 

 現時点では、各自治会の役員の皆様のご尽力で運営が維持されていますが、今後

さらに加入率が低下すれば、自治会の解散も懸念されます。そこで、以下の点につ

いて伺います。 

（１）現在の自治会加入率はどれくらいか。また、近年の加入率の推移や人口減少

などの社会的動向を踏まえ、今後の加入率はどのようになると推察されている

か伺います。 

（２）現在、自主防災組織は自治会を単位として活動していますが、自治会が解散

した場合、自主防災組織の活動体制はどのようになると考えるか。 

（３）現在、自治会が担っているごみステーションの管理、資源ごみの拠点回収、

町内一斉清掃のまとめ役などは、自治会が解散した場合、どのような対応にな

るか。また、これらの活動の意義を町はどのように評価しているのか伺いま

す。 

（４）現在、町からの広報紙や回覧文書などは月２回、自治会を通じて配布されて

いますが、自治会が解散した場合、これまでの情報伝達手段はどのようになる

と想定しているか。また、現在の自治会による情報伝達の仕組みについて、町

はどのように評価しているか伺います。 

（５）自治会には行政ではカバーできない地域の助け合いや、運動会・敬老会とい

った地域イベントを通じた住民間のつながりの形成、高齢者の生きがいづくり

などの重要な役割があると考えています。将来にわたって持続可能な自治会運

営のため、補助金を見直すなどの施策が必要と考えるが、町の見解を伺いま

す。 

（６）自治会の集会施設等（公民館）の大規模修繕や更新時の補助金は、近年の物

価高騰を踏まえ、大幅な増額が必要と考えるが、町の見解を伺います。 

（７）自治会の加入率の低下などで、自治会運営が厳しくなった場合、自治会の統

廃合は有効な手段となり得ると考えますが、町の見解を伺います。 

 

② 若年層・高齢者層の投票率向上に向けた取り組みについて 

投票率の向上は、住民の政治参画を促進し、地方自治を活性化させる上で極めて

重要な課題であるが、若年層の政治的関心の低下と、高齢者層における移動困難に

よる投票機会の喪失は、今後の地域社会に大きな影響を与えると考えます。 

こうした課題を踏まえ、以下の２点について伺います。 

（１）若年層の政治的関心を高めるため、町内の中学校・高校・大学等と連携し、

実際の選挙に準じた模擬投票を実施することは効果的であると考えます。長崎

市や諫早市では、選挙管理委員会による出前講座や模擬選挙が行われていま

す。本町でも教育委員会や学校と連携し、主権者教育の一環として模擬投票を

導入することについて、町の見解を伺います。 

 



（２）高齢者の中には、交通手段の制約や足腰の問題により、投票所への移動が困

難な方もおられます。これは選挙権の実質的な保障という観点から重要な課題

です。他自治体では、移動式の期日前投票所をワゴン車やバスで運用し、福祉

施設や集会所を巡回する事例があります。本町においても、移動困難者の投票

機会を拡充するため、移動式期日前投票所を導入することは投票率向上の有効

な手段と考えるが、町の見解を伺います。 

 
 


